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『
妖
怪
百
談
』
に
見
ら
れ
る

　
　
不
思
議
庵
主
井
上
円
了
の
啓
蒙
活
動
に
つ

↓
は
じ
め
に

（

い
て川
崎
ミ
チ
コ

　
井
上
円
了
著
『
妖
怪
学
講
義
録
』
に
は
、
四
百
余
種
の
妖
怪
の
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
一
般
に
巷
に
於
い
て
妖
怪
と
云
わ
れ
る

も
の
は
必
ず
、
「
真
怪
に
非
ず
し
て
、
偽
怪
で
あ
り
」
、
「
偽
怪
の
敢
て
驚
く
に
足
ら
ざ
る
所
以
を
説
き
」
、
そ
れ
を
尚
且
よ
り
普
遍
化
、

大
衆
化
す
る
為
に
「
偽
怪
百
談
」
と
題
し
て
当
時
の
読
売
新
聞
に
連
載
し
た
次
第
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
偽
怪
談
は
い
ず
れ
も
、
『
妖

怪
学
講
義
録
』
を
出
典
と
し
て
い
る
。

　
今
回
こ
こ
で
は
、
そ
の
「
偽
怪
百
談
」
を
一
纏
に
し
訂
正
を
加
え
た
と
こ
ろ
の
『
妖
怪
百
談
』
及
び
そ
の
続
編
で
あ
る
『
続
妖
怪

百
議
一
を
用
い
、
円
了
が
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
「
偽
怪
信
ず
べ
か
ら
ず
」
の
実
例
を
挙
げ
、
当
時
の
啓
蒙
活
動
の
一
端
を
紹
介

　
　
　
　
へ
　
　
　
　

し
よ
う
と
田
じ
う
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⇔
『
通
俗
絵
入
正
・
続
妖
怪
百
談
』
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こ
こ
で
は
『
妖
怪
百
談
』
及
び
『
続
妖
怪
百
談
』
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
概
述
す
る
。

　
は
じ
め
に
『
妖
怪
百
談
』
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

『
妖
怪
百
談
』
は
一
名
「
偽
経
百
談
』
と
い
い
、
不
思
議
庵
主
井
上
円
了
輯
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
が
何
如
な
る
内
容
で
あ
る

か
を
明
確
に
す
る
為
に
、
井
上
円
了
氏
の
緒
言
を
次
に
挙
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
尚
、
原
文
に
は
ル
ビ
が
打
た
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
そ
の
全
て
を
省
略
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
緒
言

　
余
先
年
古
今
の
書
籍
を
捜
り
、
東
西
の
学
説
に
考
へ
、
四
百
余
種
の
妖
怪
を
集
め
来
り
て
之
に
一
々
説
明
を
與
へ
、
両
三
年
前
其

　
全
部
を
編
纂
し
て
、
世
に
公
に
す
る
に
至
れ
り
、
之
を
妖
怪
学
講
義
録
と
名
く
、
其
中
に
は
実
怪
あ
り
、
虚
怪
あ
り
、
偽
怪
あ
り
、

　
誤
怪
あ
り
、
仮
怪
あ
り
、
真
怪
あ
り
、
人
為
的
妖
怪
之
を
偽
怪
と
名
け
、
偶
然
的
妖
怪
之
を
誤
怪
と
名
け
、
自
然
的
妖
怪
之
を
仮

　
怪
と
名
け
、
超
理
的
妖
怪
之
を
真
怪
と
名
く
、
是
れ
横
的
分
類
な
り
、
若
し
縦
的
分
類
に
依
ら
は
、
総
論
、
理
学
部
門
、
医
学
部

　
門
、
純
正
哲
学
部
門
、
心
理
学
部
門
、
宗
教
学
部
門
、
教
育
学
部
門
、
雑
部
門
の
八
大
科
と
な
る
、
而
し
て
今
余
か
妖
怪
百
談
一

　
名
偽
怪
百
談
と
題
し
て
、
此
に
蒐
録
す
る
所
は
、
横
的
分
類
に
従
ひ
、
妖
怪
学
講
義
録
中
よ
り
偽
怪
誤
怪
の
種
類
に
関
す
る
例
証

　
を
抜
抄
せ
る
も
の
な
れ
は
、
之
を
妖
怪
百
談
と
称
す
る
よ
り
寧
ろ
偽
怪
百
談
と
名
く
る
を
適
当
と
な
す
、
蓋
し
妖
怪
百
談
は
総
名

　
に
し
て
、
偽
怪
百
談
は
別
名
な
り
、
然
る
に
世
の
妖
怪
は
十
中
八
九
迄
偽
怪
よ
り
成
る
を
以
て
、
此
に
偽
怪
百
談
を
題
し
て
妖
怪

　
百
談
と
名
け
り
、
今
若
し
偽
怪
百
談
を
結
了
す
る
を
得
ば
、
他
日
更
に
妖
怪
学
講
義
録
中
よ
り
真
怪
の
種
類
を
抄
出
し
て
、
真
怪
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百
談
を
編
輯
す
べ
し
、

　
世
人
或
は
余
を
目
し
て
極
端
の
妖
怪
排
斥
家
と
な
す
も
、
余
は
寧
ろ
極
端
の
妖
怪
主
唱
者
に
し
て
、
世
界
万
有
悉
く
妖
怪
な
り
と

　
固
執
す
る
も
の
な
り
、
唯
余
か
世
人
と
其
見
を
異
に
す
る
は
、
従
来
一
般
に
認
め
て
妖
怪
と
な
す
も
の
は
、
真
の
妖
怪
に
あ
ら
す

　
し
て
偽
妖
怪
な
り
、
而
し
て
真
の
妖
怪
は
、
世
人
の
全
く
知
ら
ざ
る
所
に
あ
り
て
存
す
へ
し
と
云
ふ
に
あ
り
、

　
夫
れ
鏡
面
の
塵
を
払
は
ず
ん
ば
、
其
真
相
を
認
む
る
を
得
ず
、
月
下
の
雲
を
払
は
ず
ん
ば
、
其
清
光
に
接
す
る
を
得
ざ
る
か
如
く
、

　
偽
怪
の
妄
を
排
せ
ず
ん
ば
、
真
怪
の
実
を
顕
は
す
を
得
ず
、
是
に
於
て
真
怪
百
談
に
先
ち
て
、
偽
怪
百
談
を
編
成
す
る
に
至
れ
り
、

　
故
に
偽
怪
百
談
を
読
む
も
の
、
誤
り
て
余
を
消
極
一
方
の
破
壊
論
者
と
な
す
勿
れ
、
余
は
一
方
に
於
て
消
極
的
に
破
壊
す
る
も
、

　
他
方
に
於
て
積
極
的
に
建
設
せ
ん
こ
と
を
期
す
、
人
若
し
其
実
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
請
ふ
真
怪
百
談
の
出
つ
る
を
待
て
、

　
以
上
が
『
妖
怪
百
談
』
の
緒
言
の
全
文
で
あ
る
。
実
に
端
的
に
、
明
確
に
「
妖
怪
」
を
分
類
し
て
い
る
。

∴
蓮
　
三
麟

　
つ
ま
り
、
右
図
の
如
く
の
理
解
が
成
り
立
つ
と
考
え
る
。
又
、
偽
怪
を
更
に
細
分
化
す
る
な
ら
ば
、
政
略
的
偽
怪
・
利
己
的
偽
怪

・
好
奇
的
偽
怪
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
妖
怪
百
談
』
で
は
、
そ
の
書
名
が
示
す
如
く
、
百
の
話
、
つ
ま
り
妖
怪
出
現
の
話
が
語
ら
れ
、
そ
の
全
妖
怪
謹
に
対
し
、
そ
の

全
て
を
虚
怪
と
し
、
偽
怪
・
誤
怪
・
假
怪
・
迷
信
等
に
分
類
し
て
、
全
く
信
ず
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
る
旨
を
主
張
し
て
い
る
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3

け
で
あ
る
。
百
の
妖
怪
謹
の
次
に
は
、
加
藤
弘
之
・
内
藤
恥
隻
・
依
田
百
川
・
関
根
正
直
四
氏
の
批
評
文
が
記
さ
れ
、
更
に
附
録
と
　
3



し
て
井
上
円
了
述
の
「
鬼
門
退
治
」
が
続
く
。
こ
れ
ら
は
明
治
三
一
年
に
印
刷
さ
れ
た
ら
し
く
、
目
次
末
尾
に
は
「
明
治
柑
一
年
一

月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
は
、
百
種
の
妖
怪
語
の
題
名
及
び

名
を
（
　
）
内
に
附
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

、
そ
の
出
典
で
あ
る
と
こ
ろ
の
『
妖
怪
学
講
義
録
』
の
科
の
分
類

第
一
談
　
天
狗
の
奇
話
（
妖
講
心
理
学
第
三
十
八
節
参
看
）

第
二
談
　
西
方
塞
が
り
（
妖
講
純
正
哲
学
三
百
二
十
一
頁
引
用
∀

第
三
談
　
英
雄
の
方
便
（
妖
講
雑
部
第
一
節
参
看
）

第
四
段
　
疑
心
生
暗
鬼
（
妖
講
宗
教
学
第
一
節
参
看
）

第
五
談
　
山
間
の
呼
声
（
妖
講
総
論
第
百
三
節
参
看
）

第
六
談
　
死
体
の
吻
血
（
妖
講
医
学
二
十
六
頁
引
用
）

第
七
談
　
櫨
中
の
菌
怪
（
妖
講
理
学
第
三
十
二
節
参
看
）

第
八
談
　
御
札
天
よ
り
降
る
（
妖
講
理
学
部
門
第
五
十
七
節
）

第
九
段
　
本
来
無
東
西
（
妖
講
純
正
哲
学
第
四
十
四
節
参
看
）

第
十
談
　
五
行
の
妄
説
（
妖
講
純
正
哲
学
五
十
九
頁
引
用
）

第
十
一
談
　
夜
有
鬼
物
（
妖
講
総
論
第
百
一
節
参
看
）

第
十
二
談
　
幽
霊
の
幻
覚
（
妖
講
心
理
学
第
四
節
参
看
）

第
十
三
談
　
日
月
の
変
光

第
十
四
談
　
婚
礼
及
ひ
正
月
の
縁
起

人
怪

（
妖
講
純
正
哲
学
第
二
十
一
節
参
看
∀

　
　
　
　
（
妖
講
教
育
学
四
十
三
頁
引
用
）

迷
信

政
略
的
偽
怪

ー
人
の
心
よ
り
出
つ
る
も
の
、

　
幻
聴
よ
り
生
ず
る
も
の
、

　
妄
説

　
　
草
木
の
怪
（
怪
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
も
の
）

　
　
ー
人
為
、

　
　
　
　
迷
い

　
　
　
不
道
理
の
極
み

　
幻
覚

　
　
急
性
幻
覚
性
妄
想

　
　
　
‘
1
外
象
の
変
幻
（
視
る
側
の
感
覚
精
神
の
状
態
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
儀
式
の
縁
起
は
大
低
皆
迷
信
の
一
種
に
過
ぎ
ず
、

縦
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令
儀
式
は
迷
信
よ
り
出
つ
る
も
、
別
に
利
害
の
な
き
こ
と
な
れ
ば
、
成
る
べ
く
古
来
の
習
慣
を
守
る
を
よ
し
と
す

　
第
十
五
談
　
雪
は
豊
年
の
瑞
（
妖
講
純
正
哲
学
百
二
十
頁
引
用
）
　
　
自
然
現
象

　
第
十
六
談
　
時
日
に
吉
凶
な
し
（
妖
講
純
正
哲
学
百
九
十
八
頁
引
用
）
－
俗
間
の
妄
説

　
第
十
七
談
　
盗
難
除
の
御
札
と
費
銭
箱
の
鍵
（
妖
講
宗
教
学
第
四
十
七
節
参
看
）
　
　
自
家
撞
着

　
第
十
八
談
　
民
間
の
孤
狸
談
信
愚
し
難
し
（
妖
講
心
理
学
百
七
十
一
頁
引
用
）
ー
無
根
虚
構
（
古
来
の
狐
狸
談
は
多
く
狐
狸
其

物
の
人
を
証
か
す
に
あ
ら
ず
し
て
、
人
の
人
を
証
か
す
も
の
な
る
を
知
る
べ
し
）

　
第
十
九
談
　
神
猶
ほ
人
間
に
使
用
せ
ら
る
（
妖
講
雑
部
第
一
節
参
看
）
ー
利
己
的
偽
怪

　
第
二
十
談
　
投
石
の
怪
（
妖
講
雑
部
十
四
頁
引
用
）
　
　
人
為

　
第
二
十
一
談
　
精
神
作
用
の
影
響
（
妖
講
心
理
学
第
六
節
参
看
）
　
　
精
神
作
用
の
肉
体
の
上
に
影
響
す
る
例

　
第
二
十
二
談
　
人
相
見
に
就
き
て
の
疑
念
（
妖
講
純
正
哲
学
第
四
十
五
節
参
看
）
ー
策
略

　
第
二
十
三
談
　
鬼
門
の
方
角
違
ひ
（
妖
講
純
正
哲
学
第
五
十
七
節
参
看
）
　
　
妄
説

　
第
二
十
四
談
　
読
経
の
功
徳
（
妖
講
純
正
哲
学
二
十
七
頁
引
用
）
ー
偶
然
の
出
来
事
（
宣
之
を
読
経
の
功
徳
と
云
ふ
を
得
ん

や
）　

第
二
十
五
談
　
妖
由
レ
人
興
（
妖
講
総
論
十
六
頁
引
用
）
ー
故
に
世
の
迷
信
家
は
先
つ
其
心
を
治
む
る
こ
と
を
勉
む
べ
し

　
第
二
十
六
談
　
精
神
と
病
勢
と
の
関
係
（
妖
講
医
学
第
七
節
参
看
）
　
　
諺
に
薬
人
を
殺
さ
ず
、
医
師
人
を
殺
す
と
、
病
に
か
・

る
も
の
は
医
師
を
択
ば
ざ
る
べ
か
ら
ず

　
第
二
十
七
談
　
火
渡
の
効
験
（
妖
講
雑
部
第
十
七
節
参
看
）
ー
ー
山
伏
の
秘
術
は
気
の
弱
き
も
の
に
効
験
あ
り
て
、
強
き
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5

効
験
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3



　
第
二
十
八
談
　
利
己
的
偽
怪
（
妖
講
雑
部
三
頁
引
用
）
　
　
妖
怪
と
云
ふ
は
狐
狸
の
類
よ
り
は
、
人
の
所
為
こ
そ
多
き
な
る
べ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

是
に
由
て
世
間
の
妖
怪
の
信
じ
難
き
を
知
る
べ
し

　
第
二
十
九
談
　
稲
荷
下
し
の
拘
引
（
妖
講
雑
部
第
一
節
参
看
）
　
　
悪
好

　
第
三
十
談
　
陰
陽
師
身
の
上
知
ら
ず
（
妖
講
純
正
哲
学
第
一
節
参
看
）
　
　
何
ぞ
其
術
を
己
れ
の
身
に
実
施
せ
ざ
る
や

　
第
三
十
一
談
　
眉
毛
に
唾
を
塗
る
事
（
妖
講
心
理
学
第
二
十
九
節
参
看
）
　
　
後
俗
の
な
し
始
め
し
事
な
ら
ん

　
第
三
十
二
談
　
獺
の
妖
（
妖
講
理
学
百
九
十
頁
引
用
）
　
　
人
死
し
て
又
来
る
の
理
あ
ら
ん
や
、
魂
塊
来
る
と
も
人
間
の
如
く
な

ら
じ
、
狐
理
な
ど
の
所
為
か
、
多
く
は
人
の
所
為
な
る
べ
し
、
世
に
妖
怪
多
き
は
、
蓋
し
其
源
を
究
め
さ
る
に
由
る
、
若
し
之
を
究

め
ば
、
必
ず
此
の
如
き
例
多
か
ら
ん

　
第
三
十
三
談
　
白
狐
轟
見
を
盗
む
（
妖
講
心
理
学
第
三
十
九
節
参
看
）
　
　
斯
奇
獣
は
余
某
地
に
於
て
見
し
こ
と
あ
れ
と
も
、
欝

の
失
せ
る
原
因
を
之
に
帰
す
る
は
信
ず
べ
か
ら
ず
、
寧
ろ
其
原
因
を
鼠
若
し
く
は
人
為
に
帰
す
る
方
梢
信
す
べ
し

　
第
三
十
四
談
　
髪
切
虫
の
怪
（
妖
講
医
学
百
二
十
九
頁
引
用
）
ー
俗
説
に
依
れ
ば
、
或
は
老
狐
の
所
為
な
り
と
、
或
は
一
種
の

虫
な
り
と
云
ふ
も
、
皆
妄
説
に
し
て
考
ふ
る
に
足
ら
ず
、
先
年
佐
々
木
政
次
郎
氏
は
之
を
一
種
の
疾
病
と
鑑
定
せ
ら
れ
た
り
、
其
証

跡
及
理
由
は
余
り
長
け
れ
ば
此
に
掲
げ
ず
、
宜
し
く
医
学
雑
誌
に
就
き
て
一
読
す
へ
し
、
斯
く
し
て
己
に
髪
切
は
一
稻
の
病
的
な
る

を
知
れ
ば
、
理
学
の
道
理
に
よ
り
て
説
明
す
る
を
得
べ
く
、
従
て
復
た
妖
怪
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
や
明
か
な
り

　
第
三
十
五
談
　
屍
体
の
強
直
（
妖
講
医
学
二
十
七
頁
引
用
）
　
　
生
理
学
的
理
由
に
よ
る
（
宜
し
く
生
理
書
に
就
き
て
見
る
べ

し
）　

第
三
十
六
談
　
幽
霊
の
誤
覚
（
妖
講
宗
教
学
二
頁
引
用
）
　
　
誤
怪
の
一
種
に
し
て
、
其
実
妖
怪
に
あ
ら
さ
る
も
の
を
認
め
て
妖

怪
と
な
す
も
の
な
り
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第
三
十
七
談
　
余
の
実
験
せ
し
妖
怪
（
妖
講
雑
部
六
十
七
頁
引
用
）
ー
音
響
光
線
の
妖
怪
現
出
の
媒
介
と
な
る
こ
と
此
の
如
し

　
第
三
十
八
談
　
哲
学
館
の
火
災
へ
妖
講
純
正
哲
学
第
五
十
七
節
参
看
）
i
哲
学
館
の
焼
失
と
鬼
門
と
は
全
く
関
係
な
き
こ
と
明

か
な
り

　
第
三
十
九
談
　
鬼
門
の
妄
説
（
妖
講
純
正
哲
学
第
五
十
七
節
参
看
）
1
日
本
中
世
よ
り
云
出
す
処
の
鬼
と
云
も
の
、
此
悪
鬼
を

さ
す
も
の
な
り
、

　
第
四
十
談
　
祥
瑞
は
信
す
る
に
足
ら
ず
（
妖
講
純
正
哲
学
百
二
十
頁
引
用
）
ー
何
ぞ
一
二
の
物
象
に
就
き
て
吉
を
論
す
る
を
要

せ
ん
や

　
第
四
十
一
談
　
夜
中
大
怪
物
を
捕
ふ
（
妖
講
雑
部
六
十
八
頁
引
用
）
　
　
　
（
炭
俵
を
怪
物
と
見
誤
り
、
そ
れ
と
わ
か
り
て
自
ら
吹

き
出
し
た
話
）

　
第
四
十
二
談
　
回
向
院
の
幽
霊
（
妖
講
宗
教
学
第
十
三
節
参
看
）
　
　
誤
怪
（
如
何
に
恐
ろ
し
き
幽
霊
も
、
正
体
が
分
れ
ば
大
笑

と
な
る
）

　
第
四
十
三
談
　
臆
病
は
姪
怪
の
種
因
（
妖
講
総
論
第
七
十
七
節
参
看
）
　
　
臆
病
よ
り
呼
ひ
起
す
幻
覚
は
幾
多
あ
る
を
知
ら
ず
、

故
に
臆
病
は
妖
怪
の
種
因
と
知
る
べ
し

　
第
四
十
四
談
　
　
「
コ
ッ
ク
リ
」
（
狐
狗
狸
）
の
名
義
（
妖
講
心
理
学
二
百
九
十
四
頁
引
用
）
　
　
西
洋
の
所
謂
「
テ
ー
ブ
ル
・
ト

ル
ニ
ン
グ
」
な
れ
ば
、
固
よ
り
狐
狸
天
狗
の
所
為
に
あ
ら
さ
る
こ
と
明
か
な
り

　
第
四
十
五
談
　
御
伺
の
石
（
妖
講
心
理
学
附
講
三
十
頁
引
用
）
ー
我
人
の
精
神
作
用
よ
り
起
る
も
の
に
し
て
、
敢
て
怪
む
に
足

ら
さ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7

　
第
四
十
六
談
　
八
幡
知
ら
ず
（
妖
講
理
学
百
八
十
四
頁
引
用
）
　
　
精
神
の
作
用
と
い
ふ
よ
り
外
に
説
明
の
道
な
け
ん
　
　
　
　
　
3



　
第
四
十
七
談
　
老
樹
の
怒
鳴
（
妖
講
心
理
学
第
四
節
参
看
）
　
　
多
く
は
樹
其
物
の
怒
鳴
に
あ
ら
ず
し
て
、
其
体
内
に
住
す
る
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

獣
動
物
の
発
声
な
る
こ
ヒ
明
か
な
り
、

　
第
四
十
八
談
　
日
本
中
犬
神
最
も
多
き
場
処
（
妖
講
総
論
五
十
八
頁
引
用
）
　
　
小
学
教
育
と
犬
神
若
く
は
狐
逓
と
は
、
全
く
反

比
例
を
為
し
、
二
者
両
立
す
る
こ
と
能
は
さ
る
を
知
る
へ
し
、
果
し
て
然
ら
は
教
育
の
功
力
も
亦
偉
な
る
哉

　
第
四
寸
九
談
　
老
僕
自
ら
狐
惑
を
招
く
（
妖
講
心
理
学
第
三
十
四
節
参
看
）
　
　
其
実
老
狐
の
所
為
に
あ
ら
す
し
て
、
自
ら
之
を

ぱ
る
・
の
余
り
の
所
為
な
り
、

　
第
五
十
談
　
易
占
を
掛
念
し
て
自
殺
を
計
る
（
妖
講
純
正
哲
学
第
二
十
七
節
参
看
）
ー
　
迷
信
の
害
あ
る
↓
例

　
第
五
十
「
談
　
天
変
は
人
事
に
関
係
な
し
（
妖
講
純
正
哲
学
百
十
五
頁
引
用
）
ー
－
民
間
の
俗
説
を
説
破
す
る
の
参
考
と
な
す
に

足
る
　
第
五
十
二
談
　
偶
合
は
敢
て
奇
怪
と
す
る
に
足
ら
ず
（
妖
講
純
正
哲
学
二
十
六
頁
引
用
）
　
　
世
の
愚
民
は
此
の
如
く
凶
事
の
引

き
続
く
場
合
に
は
、
必
ず
種
々
の
縁
起
を
附
会
す
る
を
常
と
す

　
第
五
十
三
談
　
恐
情
と
醇
眼
よ
り
生
じ
た
る
誤
怪
（
妖
講
宗
教
学
六
頁
引
用
）

　
第
五
十
四
談
　
地
蔵
尊
の
変
位
（
妖
講
雑
部
五
頁
引
用
）
　
　
好
奇
的
偽
怪

　
第
五
十
五
談
　
不
動
金
縛
（
妖
講
雑
部
第
十
八
節
参
看
）
ー
．
－
余
再
三
催
眠
術
を
施
せ
る
も
の
が
不
動
金
縛
を
行
ひ
し
を
見
た
り
、

若
し
之
を
催
眠
術
と
す
れ
は
、
心
理
学
上
説
明
す
る
を
得
へ
く
、
従
て
奇
怪
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り

　
第
五
十
六
談
　
二
十
六
夜
（
妖
講
理
学
第
六
節
参
看
）
　
　
是
れ
尤
の
説
な
り

　
第
五
十
七
談
　
我
邦
の
「
プ
ロ
ッ
ケ
ン
」
山
（
妖
講
理
学
五
十
五
頁
引
用
）
　
　
怪
に
非
ず
自
然
現
象
な
り

　
第
五
十
八
談
　
欠
伸
の
説
明
（
妖
講
総
論
第
七
十
一
節
参
看
）
　
　
精
神
に
反
射
作
用
と
朕
合
作
用
あ
る
こ
と
を
以
て
す
る
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第
五
十
九
談
　
屍
体
に
毛
髪
長
生
す
る
事
（
妖
講
医
学
二
十
五
頁
引
用
）
　
　
今
日
愚
民
の
間
に
は
、
此
の
如
き
屍
体
の
迷
信
を

固
執
す
る
も
の
尚
ほ
多
き
は
、
嘆
す
べ
き
の
至
り
な
り

　
第
六
十
談
　
神
仏
の
霊
験
（
妖
講
宗
教
学
三
百
十
七
頁
引
用
）
　
　
神
仏
の
霊
験
は
す
べ
て
精
神
作
用
よ
り
起
る
と
云
ふ
も
、
亦

多
少
物
理
上
の
原
因
な
き
に
あ
ら
ず

　
第
六
十
一
談
　
地
獄
の
書
（
妖
講
宗
教
学
九
十
三
頁
引
用
）
　
　
地
獄
の
説
最
初
よ
り
此
の
如
く
奇
怪
な
る
に
あ
ら
ず
、
後
の
人

附
会
を
重
ね
て
、
遂
に
妄
誕
を
極
む
る
に
至
れ
り

　
第
六
十
二
談
　
人
為
誤
り
て
神
異
と
認
め
ら
る
（
妖
講
宗
教
学
七
頁
引
用
）
ー
世
間
の
所
謂
不
思
議
中
に
は
此
の
如
き
人
為
的

妖
怪
の
加
は
る
二
と
な
し
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
、
凡
百
の
妖
怪
中
よ
り
真
怪
を
発
見
す
る
は
置
難
中
の
難
事
に
あ
ら
す
や

　
第
六
十
三
談
　
山
伏
の
偽
怪
（
妖
講
雑
部
第
一
節
参
看
）
　
　
飛
礫
の
原
因
は
遂
に
狐
狸
に
あ
ら
ず
天
狗
に
あ
ら
ず
、
人
怪
な
る

を
知
る

　
第
六
十
四
談
　
盲
笠
の
的
中
（
妖
講
純
正
哲
学
百
七
十
一
頁
引
用
）
　
　
余
ト
笠
を
知
ら
ず
、
而
し
て
よ
く
的
中
す
る
を
得
、

（
中
略
）
余
固
よ
り
ト
笹
家
に
あ
ら
ず
、
又
之
を
信
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
故
に
其
ト
す
る
や
一
定
の
方
式
に
よ
る
に
あ
ら
ず
、
唯

自
己
流
に
よ
り
て
隈
り
に
行
ひ
し
も
、
猶
ほ
よ
く
此
の
如
き
符
号
を
得
る
以
上
は
、
ト
笠
の
的
中
は
敢
て
驚
く
に
足
ら
ざ
る
な
り

　
第
六
十
五
談
　
暦
書
の
妄
誕
（
妖
講
純
正
哲
学
三
百
二
十
頁
引
用
）
ー
　
無
稽
の
妄
誕
・
曲
説
・
大
に
世
間
の
害
を
な
す
、
妄
誕

な
り
。

　
第
六
十
六
談
　
政
略
的
偽
怪
（
妖
講
雑
部
三
頁
引
用
）
　
　
世
所
謂
英
雄
豪
傑
は
愚
民
を
籠
絡
し
、
人
心
を
収
撹
せ
ん
為
に
、
故

ら
に
奇
怪
な
る
現
象
を
作
為
せ
る
も
の
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
9

　
第
六
十
七
談
　
鬼
髪
束
針
の
怪
（
妖
講
雑
部
七
頁
引
用
）
ー
偶
然
的
妖
怪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3



　
第
六
十
六
談
　
下
谷
の
怪
談
（
妖
講
理
学
第
四
十
九
節
参
看
）
1
偽
怪
（
人
の
悪
戯
に
出
で
た
る
に
相
違
な
か
る
べ
し
、
世
に

悪
戯
よ
り
起
り
た
る
妖
怪
定
め
て
多
か
る
べ
し
）

　
第
六
十
九
談
　
妖
怪
の
組
打
（
妖
講
宗
教
学
三
頁
引
用
）
　
　
余
は
恐
怖
と
暗
黒
と
は
妖
怪
を
産
出
す
る
母
な
り
と
云
は
ん
と
す

　
第
七
十
談
　
幽
霊
は
見
る
べ
か
ら
す
（
妖
講
心
理
学
宗
教
学
九
頁
引
用
）
ー
幽
霊
は
見
る
べ
か
ら
さ
る
を
以
て
幽
霊
と
名
く
、

若
し
幽
霊
に
し
て
見
る
べ
き
も
の
な
ら
ば
宜
く
顕
霊
と
謂
ふ
べ
し

　
第
七
十
一
談
　
雷
脾
を
取
る
と
云
ふ
事
（
妖
講
理
学
第
十
二
節
参
看
）
　
　
自
然
の
経
験
よ
り
得
た
る
も
の
な
れ
は
、
敢
て
怪
む

に
足
ら
さ
る
な
り
、

　
第
七
十
二
談
　
為
朝
龍
宮
に
い
た
る
説
（
妖
講
理
学
第
二
十
七
節
参
看
）
　
　
龍
宮
は
海
外
異
人
の
住
め
る
孤
島
の
事
な
る
べ
し

　
第
七
十
三
談
　
筑
波
山
の
天
狗
（
妖
講
理
学
二
百
六
十
三
頁
引
用
）
　
　
誤
怪

　
第
七
十
四
談
　
狸
の
腹
鼓
（
妖
講
理
学
二
百
三
十
一
頁
引
用
）
1
誤
っ
て
聞
い
た
も
の

　
第
七
十
五
談
　
怪
火
の
原
因
（
妖
講
理
学
二
百
七
十
五
頁
引
用
）
　
　
　
「
ボ
ス
ポ
ル
」
の
光
な
れ
は
、
怪
火
の
怪
む
に
足
ら
ざ
る

を
知
る
べ
し

　
第
七
十
六
談
　
火
柱
の
話
（
妖
講
理
学
二
百
九
十
五
頁
引
用
）
ー
人
為
に
よ
る
も
の

　
第
七
十
七
談
　
請
雨
（
妖
講
理
学
第
二
十
五
節
参
看
）
　
　
今
日
の
学
説
に
考
ふ
る
に
、
山
神
の
力
を
假
ら
ざ
る
も
、
多
人
数
に

て
高
山
を
微
渉
す
れ
ば
自
然
に
気
象
の
上
に
変
化
を
起
し
、
雨
を
降
す
に
至
る
と
云
ふ

　
第
七
十
八
談
　
呪
文
の
効
験
（
妖
講
宗
教
学
第
四
十
九
節
参
看
）
　
　
唱
ふ
る
文
書
に
関
係
せ
ず
し
て
、
唯
一
心
に
之
を
唱
え
、

人
を
し
て
癒
る
に
相
違
な
き
こ
と
を
信
ぜ
し
む
れ
は
、
必
す
其
効
験
あ
り
と
す
、
是
れ
信
仰
作
用
の
適
例
な
り
と
、
之
に
準
じ
て
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
じ
な
ひ

俗
間
に
行
は
る
・
種
々
の
禁
厭
療
法
の
効
験
あ
る
所
以
を
知
る
べ
し

340
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第
七
十
九
談
　
人
凶
非
一
宅
凶
一
（
妖
講
雑
部
六
十
六
頁
）
　
　
凶
事
も
吉
事
も
多
く
人
よ
り
生
じ
て
、
妖
も
怪
も
皆
人
心
よ
り
起

る
を
知
る
へ
し

　
第
八
十
談
　
鬼
門
の
吉
凶
（
妖
講
純
正
哲
学
三
百
十
頁
引
用
）
　
　
と
る
に
足
ら
な
い
迷
信
（
是
れ
迷
信
家
の
；
疏
す
べ
き
文
章

な
り
）

　
第
八
十
一
談
　
迷
信
の
為
に
数
百
金
を
失
ふ
（
妖
講
純
正
哲
学
第
六
十
四
節
参
看
）
　
　
迷
信
の
害

　
第
八
十
二
談
　
笠
者
の
遁
欝
（
妖
講
純
正
哲
学
百
七
十
三
頁
引
用
）
ー
ト
笈
家
の
説
明
に
は
、
固
よ
り
作
為
せ
る
虚
談
が
多
い
。

　
第
八
十
三
談
　
射
利
的
偽
怪
（
妖
講
雑
部
四
頁
引
用
）
　
　
詐
欺
手
段
に
よ
り
、
神
仏
に
托
し
て
種
々
の
不
思
議
を
偽
造

　
第
八
十
四
談
　
衣
類
の
切
断
（
妖
講
雑
部
第
五
節
参
看
）
　
　
俗
間
に
て
は
此
の
如
き
怪
事
あ
れ
ば
、
直
ち
に
狐
狸
の
所
為
と
な

す
も
、
多
く
は
人
為
に
し
て
婦
人
見
童
若
く
は
愚
鈍
者
の
所
為
に
出
る
こ
と
多
し

　
第
八
十
五
談
　
誤
怪
の
一
話
（
妖
講
総
論
七
十
頁
引
用
）
　
　
偶
然
に
起
れ
る
妖
怪
の
一
例

　
第
八
十
六
談
　
犬
鴉
の
前
知
（
妖
講
純
正
哲
学
百
二
十
一
頁
引
用
）
ー
犬
鴉
の
鳴
く
は
人
間
の
死
に
直
接
の
関
係
あ
る
に
あ
ら

ず
し
て
、
人
の
死
す
べ
き
気
候
天
気
に
関
係
を
有
す
る
な
る
べ
し

　
第
八
十
七
談
　
七
不
思
議
（
妖
講
理
学
百
七
十
七
頁
引
用
）
ー
多
く
は
気
象
地
味
よ
り
生
す
る
変
化
に
外
な
ら
ず
、
故
に
今
日

に
あ
り
て
は
敢
て
怪
と
す
る
に
足
ら
ず

　
第
八
十
八
談
　
「
カ
マ
イ
タ
チ
」
の
怪
（
妖
講
理
学
三
百
四
十
三
頁
引
用
）
　
　
其
説
明
に
就
て
は
今
日
一
般
に
唱
ふ
る
所
に
よ

れ
ば
、
空
気
の
変
動
に
よ
り
て
空
気
中
に
真
空
を
生
じ
、
若
し
人
体
の
一
部
其
場
所
に
触
る
〉
と
き
は
、
外
部
の
気
厘
を
失
ふ
よ
り
、

人
体
内
部
の
気
の
外
部
に
迂
発
せ
ん
と
し
て
吾
が
皮
肉
を
破
裂
せ
し
む
る
も
の
な
り
と
云
ふ
、

　
第
八
十
九
談
　
幻
々
居
士
の
霊
符
（
妖
講
宗
教
学
第
四
十
七
節
参
看
）
　
　
居
士
の
名
刺
よ
く
人
の
病
を
治
す
る
の
力
あ
り
と
は
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不
思
議
な
ら
ず
や
、
是
れ
精
神
作
用
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
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第
九
十
談
　
武
士
瓢
箪
を
斬
る
（
妖
講
宗
教
学
四
頁
引
用
）
　
　
誤
怪
（
世
に
此
種
の
妖
怪
殊
に
多
き
は
余
か
辮
を
待
た
ず
）

　
第
九
十
一
談
　
肥
術
は
今
日
の
催
眠
術
（
妖
講
雑
部
第
十
九
節
）
　
　
古
来
魔
法
叩
几
術
と
名
く
る
も
の
あ
り
、
人
皆
奇
怪
と
な
せ

し
が
、
今
日
之
を
視
る
に
］
種
の
催
眠
術
な
れ
ば
敢
て
怪
む
に
足
ら
ず

　
第
九
十
二
談
　
人
相
術
の
批
評
（
妖
講
純
正
哲
学
二
百
七
十
八
頁
引
用
）
1
ー
長
短
大
小
善
悪
形
相
は
吉
凶
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、

実
に
卓
見
と
謂
ふ
べ
し
、
余
は
我
国
民
に
対
し
て
支
那
愚
民
の
迷
信
を
崇
拝
せ
ず
し
て
、
孔
子
筍
子
の
如
き
聖
賢
の
金
言
を
遵
守
せ

ら
れ
ん
こ
と
を
望
む

　
第
九
十
三
談
　
月
の
大
小
（
妖
講
総
論
二
百
五
十
九
頁
引
用
）
　
　
目
に
は
変
覚
幻
覚
妄
覚
等
あ
り
て
、
実
物
を
誤
り
認
む
る
こ

レ
一
少
か
ら
ず
、

　
第
九
十
四
談
　
精
神
作
用
の
影
響
（
妖
講
医
学
第
二
十
四
節
参
看
）
　
　
精
神
に
よ
り
て
病
気
を
起
す
こ
と
あ
り
、
又
治
す
る
こ

と
あ
り
、
世
に
其
例
甚
だ
多
し

　
第
九
十
五
談
　
夢
は
多
・
く
感
覚
よ
り
起
る
（
妖
講
心
理
学
第
五
十
四
頁
引
用
）
　
　
古
代
は
夢
を
以
て
不
思
議
の
一
種
と
な
せ
し

も
、
今
日
は
心
理
学
の
研
究
に
よ
り
て
毫
も
不
思
議
と
す
る
に
足
ら
さ
る
を
知
る
に
至
る

　
第
九
十
六
談
　
惑
病
同
源
論
（
妖
講
医
学
第
二
十
四
節
参
看
）

　
第
九
十
七
談
　
仏
教
は
吉
日
良
辰
を
択
ば
ず
（
妖
講
純
正
哲
学
三
百
三
十
五
頁
引
用
）
　
　
仏
教
中
に
は
往
々
吉
日
良
辰
の
択
ぶ

に
足
ら
・
ご
る
二
と
を
説
け
り
、
（
孔
子
は
怪
力
乱
神
を
語
ら
す
と
云
ふ
、
釈
迦
も
孔
子
も
其
致
一
な
り
）

　
第
九
十
八
談
　
ト
笠
は
聖
人
の
製
作
に
あ
ら
ず
（
妖
講
純
正
哲
学
二
百
二
十
七
頁
引
用
）

　
第
九
十
九
談
　
蒲
生
翁
の
妖
怪
（
妖
講
雑
部
第
一
節
参
看
）
ー
ー
偽
怪
の
一
種
で
あ
る
も
の
を
も
計
へ
来
ら
は
、
人
間
社
会
蓋
く
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妖
怪
と
な
る
べ
し

　
第
百
談
　
天
地
万
有
悉
皆
妖
怪
（
妖
講
総
論
第
十
九
節
参
看
）
ー
　
蒲
生
翁
は
人
間
社
会
蓋
く
妖
怪
な
り
と
な
す
、
余
は
独
り
人

間
社
会
の
み
な
ら
ず
天
地
萬
物
悉
ー
妖
怪
な
り
と
な
す
、
（
中
略
）
而
し
て
一
切
皆
妖
怪
の
説
は
余
は
真
怪
百
談
に
入
り
て
証
明
せ

き
し
レ
）
冷
臥
ふ
〕
、

／
　
　
　
ノ
ム
U
一

　
以
上
が
「
妖
怪
百
談
』
の
百
話
全
て
に
つ
い
て
の
各
タ
イ
ト
ル
及
び
『
妖
怪
学
講
義
録
』
の
該
当
頁
、
そ
し
て
円
了
不
思
議
庵
主

の
各
話
に
つ
い
〔
、
の
コ
メ
ン
ト
を
略
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
「
鬼
門
」
に
関
わ
る
記
載
が
四
つ
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の

全
文
を
挙
げ
、
更
に
「
妖
怪
百
談
』
附
録
に
あ
る
「
鬼
門
論
」
を
参
考
に
し
て
、
円
了
氏
の
「
鬼
門
」
に
対
す
る
考
え
を
明
確
に
し

一
＼
ア
メ
　
こ
、
⊃

’
　
　
・
ノ
≠
ノ
　
ー
し

　
ω
鬼
門
に
関
わ
る
記
載

川
第
二
十
三
談
　
鬼
門
の
方
角
違
ひ

　
民
間
に
て
迷
信
せ
る
鬼
門
の
妄
説
な
る
こ
と
は
、
数
書
に
見
る
所
な
る
が
、
本
朝
僅
諺
に
左
の
如
く
記
せ
り
、

　
神
異
経
云
、
東
北
有
鬼
星
石
室
三
百
戸
一
、
共
一
門
題
日
鬼
門
、
広
異
記
云
、
東
海
度
朔
山
有
二
大
桃
樹
一
、
幡
屈
三
千
里
、
其

　
東
北
日
鬼
門
一
、
事
文
類
聚
云
、
交
趾
有
一
鬼
門
関
・
、
其
南
多
’
療
癌
’
、
去
者
牢
レ
得
一
一
生
還
一
、
韻
府
云
、
諺
日
若
度
一
鬼
門
関
一

　
、
十
去
九
下
㏄
m
逗
、

　
是
等
の
説
を
き
・
、
あ
や
ま
り
て
日
本
の
事
と
し
、
東
北
の
す
み
を
鬼
門
と
覚
え
た
る
人
お
ほ
し
、
鬼
門
関
と
は
交
趾
に
あ
る
所

　
の
名
な
り
、
交
趾
は
今
の
安
南
国
な
り
、
此
鬼
門
と
い
ふ
と
こ
ろ
甚
し
き
湿
地
に
て
、
ゆ
く
も
の
か
な
ら
ず
病
い
だ
し
て
、
十
に

　
九
つ
は
死
し
た
る
レ
一
か
や
、
此
故
に
鬼
門
に
ゆ
く
こ
と
を
甚
だ
嫌
へ
り
、
日
本
に
て
忌
思
ふ
は
、
俗
に
い
ふ
方
角
違
な
る
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3

　
　
是
れ
鬼
門
を
日
本
に
て
談
す
る
は
、
方
角
違
な
り
と
の
説
な
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3



ω
第
三
十
八
談
　
哲
学
館
の
火
災

　
昨
年
十
二
月
余
が
鬼
門
退
治
と
題
し
た
る
一
篇
の
論
文
を
二
三
の
新
聞
に
掲
載
せ
し
こ
と
あ
り
、
其
文
中
に
吾
家
は
鬼
門
に
向

て
再
三
増
築
せ
し
も
の
な
れ
ば
、
之
を
鬼
門
三
度
破
り
の
家
と
名
く
云
云
の
一
段
あ
り
、
世
人
此
段
を
読
み
て
数
日
を
出
て
さ
る

に
、
忽
ち
哲
学
館
の
焼
失
に
会
せ
り
、
依
て
遠
近
説
を
為
し
て
云
く
、
哲
学
館
の
焼
失
は
正
く
鬼
門
の
崇
な
れ
ば
、
鬼
門
は
決
し

て
犯
す
べ
か
ら
す
と
、
却
て
鬼
門
迷
信
家
に
迷
信
の
兵
糧
を
與
ふ
る
こ
と
〉
な
れ
り
、
然
る
に
当
日
の
実
状
は
全
く
之
に
反
せ
る

次
第
な
れ
は
、
一
言
以
て
世
人
の
誤
解
を
弁
明
せ
さ
る
を
得
ず
、
先
つ
当
夕
火
を
発
し
た
る
は
郁
文
館
に
し
て
哲
学
館
に
あ
ら
す
、

啓
学
館
は
郁
文
館
に
隣
近
せ
る
を
以
て
、
類
焼
の
不
幸
に
会
し
た
る
の
み
、
且
つ
所
謂
鬼
門
三
度
破
り
の
家
は
、
依
然
と
し
て
火

災
を
免
か
れ
、
鬼
門
に
触
れ
ざ
る
哲
学
館
校
舎
及
寄
宿
舎
は
空
く
烏
有
に
帰
せ
り
、
此
事
実
に
依
て
考
ふ
れ
は
、
哲
学
館
の
焼
失

と
鬼
門
と
は
全
く
関
係
な
き
こ
と
明
か
な
り
、

③
第
三
十
九
談
　
鬼
門
の
妄
説

　
鬼
門
の
妄
説
は
余
独
り
之
を
唱
ふ
る
に
あ
ら
す
、
山
片
子
蘭
の
無
鬼
論
辮
の
中
に
左
の
如
く
論
せ
り

　
史
記
黄
帝
本
紀
云
、
萬
物
和
而
鬼
神
山
川
封
禅
與
為
レ
多
焉
、
こ
れ
鬼
神
を
云
ふ
の
始
也
、
同
頗
項
本
紀
日
、
依
二
鬼
神
一
以
制
レ

義
、
こ
れ
み
な
山
川
の
神
方
二
五
也
、
同
注
云
、
海
外
経
引
云
、
東
海
中
有
レ
山
焉
、
名
日
二
度
索
一
、
上
有
二
大
桃
樹
一
、
屈
幡
三
千

里
、
東
北
有
門
、
名
日
二
鬼
門
、
萬
鬼
所
レ
聚
也
、
天
帝
使
二
神
人
一
守
レ
之
、
一
名
響
墨
主
閲
領
二
萬
鬼
一
、
若
害
レ
人
之
鬼
、
以
二
葺

索
一
縛
レ
之
、
射
以
二
桃
弧
一
、
投
二
虎
食
一
也
、
こ
れ
は
仏
家
の
悪
鬼
に
似
た
り
、
桓
武
帝
の
時
最
澄
な
る
僧
こ
の
鬼
門
の
説
を
取

て
、
王
城
の
鬼
門
を
守
る
と
。
司
言
り
て
叡
山
を
開
く
、
こ
の
鬼
門
は
桃
樹
の
東
北
也
、
是
を
我
邦
の
王
城
に
用
ゆ
べ
き
に
非
る
也
、

其
余
山
海
経
、
列
仙
博
、
三
才
図
会
、
訓
蒙
図
彙
の
如
き
は
、
皆
仏
道
家
の
述
る
所
に
し
て
、
怪
談
妄
説
冊
に
あ
ぐ
る
聖
賢
の
書

と
同
日
に
語
る
べ
か
ら
ず
、
日
本
中
世
よ
り
云
出
す
処
の
鬼
と
云
も
の
、
此
悪
鬼
を
さ
す
も
の
な
り
、

344
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是
に
由
て
鬼
門
の
妄
説
た
る
を
了
す
へ
し

④
第
八
十
談
　
鬼
門
の
吉
凶

　
鬼
門
の
吉
凶
に
関
し
、
古
今
百
物
語
評
判
に
左
の
如
く
論
せ
り

　
鬼
門
と
云
ふ
事
は
東
方
朔
か
神
異
経
に
、
東
方
度
朔
の
山
に
大
な
る
桃
の
木
あ
り
、
其
下
に
神
あ
り
、
其
名
を
神
茶
穆
畳
と
云

て
、
も
ろ
／
＼
の
悪
鬼
の
人
に
害
を
な
す
物
を
つ
か
さ
ど
り
給
へ
り
、
故
に
其
山
の
方
を
鬼
門
と
い
ふ
と
見
へ
た
り
、
か
く
は
い

へ
ど
も
是
ま
さ
し
き
聖
賢
の
書
に
出
る
に
も
あ
ら
ず
、
其
う
へ
そ
の
書
に
も
鬼
門
を
い
む
と
い
ふ
こ
と
見
へ
侍
ら
ず
、
元
よ
り
我

朝
の
な
ら
は
し
に
丑
寅
の
方
を
専
ら
い
む
事
、
何
れ
の
御
時
よ
り
は
じ
ま
れ
り
と
も
さ
だ
か
な
ら
ず
（
中
略
∀
、
た
と
ひ
鬼
門
へ

む
き
て
も
善
事
を
な
さ
ば
よ
か
る
べ
く
、
辰
巳
へ
伺
ひ
て
も
悪
事
を
な
さ
ば
あ
し
か
る
べ
し
、
猶
鬼
門
に
か
ぎ
ら
ず
、
軍
家
に
も

て
は
や
し
は
べ
る
日
取
時
取
の
よ
し
あ
し
も
か
く
の
ご
と
し
、
悪
日
た
り
と
も
善
を
な
せ
ば
、
行
く
さ
き
目
出
度
、
善
日
た
り
と

も
悪
を
な
さ
ば
、
後
に
わ
ざ
は
ひ
あ
る
べ
し
、
又
其
家
々
に
て
用
ひ
来
れ
る
吉
例
の
日
も
あ
る
こ
と
に
候
、
む
か
し
周
の
武
王
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ど
で

申
す
聖
人
、
天
下
の
為
に
殿
の
約
王
と
申
す
悪
人
を
討
給
ふ
に
、
其
首
途
の
日
往
亡
日
な
り
け
れ
ば
、
群
臣
い
さ
め
け
る
よ
う
、

け
ふ
は
往
亡
日
と
て
往
て
七
ぶ
る
日
な
れ
ば
、
暦
家
に
深
く
い
み
候
、
さ
候
へ
は
御
陣
無
用
の
よ
し
申
上
け
る
を
、
太
公
望
き
か

ず
し
て
い
は
く
、
往
亡
な
ら
は
是
往
き
て
ほ
ろ
ぼ
す
心
に
て
、
一
段
め
で
た
き
日
な
り
と
て
、
終
に
其
日
陣
立
し
て
尤
も
紺
王
を

討
ち
ほ
ろ
ぼ
し
、
周
の
世
八
百
年
治
ま
り
け
り
、
此
故
に
武
王
は
往
亡
日
を
も
て
さ
か
へ
、
約
王
は
往
日
を
も
て
ほ
ろ
び
た
り
、

　
是
れ
迷
信
家
の
＝
訊
す
べ
き
文
章
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
マ
こ
シ
　
　
ヨ
　
　
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
か
る

　
②
「
鬼
門
論
」
抜
粋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唯
此
に
鬼
門
の
一
齢
を
撚
げ
て
之

　
せ
つ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
う
《
わ
い
”
（
か
う
野
ろ
《
　
　
ゆ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
ビ
、
　
　
9
　
6
ん
た
い
予
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ん

を
説
破
し
、
其
他
は
妖
怪
學
講
義
録
に
譲
る
、
之
を
此
に
鬼
門
退
治
ぜ
云
ふ
、
先
づ
鬼
門
の

票
を
欝
る
に
羅
の
鍵
〉
㌣
召
と
鵬
が
奮
・
之
暮
講
に
譲
る
に
職
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鍵
幾
に
韻
曇
ゐ
駕
認
選
欝
中
纂
蹴
の
事
あ
駕
叉
欝
響
亮
隈
の

鶴
㌢
、
纂
パ
響
璽
に
講
の
鴨
缶
あ
！
其
名
を
籔
皇
ふ
・
饗
に
莞

る
㌶
あ
う
て
雛
す
る
こ
≦
手
蜜
駕
描
蒋
櫻
に
門
あ
6
之
を
㍑
岩
く
・
難

　
あ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
て
い
し
ん
ん
ピ
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
む
ヒ
あ
い
　
　
ポ
ん
わ

の
聚
ま
る
所
な
う
、
天
帯
祠
人
を
し
て
之
を
守
ら
し
む
と
あ
り
、
是
れ
支
那
古
代
の
祠
話
或

　
ぞ
く
か
ん
　
　
ヲ
う
せ
つ
　
　
ぼ
か
　
　
　
　
　
　
　
し
か
　
　
　
　
　
そ
の
ぜ
っ
る
ひ
つ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
や
う
か
い
つ
ば
ん
　
　
モ
の
ぽ
ク

は
俗
間
の
妄
説
に
外
な
ら
ず
、
然
れ
ピ
も
其
説
相
侍
へ
て
日
本
に
入
0
、
上
下
一
般
に
其
方

ゐ
　
　
　
い
　
　
　
か
　
　
　
ヵ
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
の
ロ
う
　
　
カ
か
つ
　
ゐ
　
て
ん
　
　
　
　
　
か
　
さ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ピ

位
を
忌
み
且
つ
恐
る
＼
こ
巴
、
な
う
、
其
方
に
向
て
移
輔
し
或
は
家
作
す
る
こ
ε
を
厭
ひ
、

た
か
ん
プ
く
パ
ん
じ
よ
ば
ヨ
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
　
　
き
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ら
い
つ
た

就
中
便
所
匹
塚
の
類
を
其
方
に
置
く
こ
ど
を
固
く
禁
ず
る
に
至
れ
り
、
古
來
博
ふ
る
所
に
由

　
　
ひ
　
え
い
ズ
ん
　
　
く
わ
ヴ
ほ
や
う
　
　
き
　
も
ん
　
　
ち
た
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
へ
　
　
し
や
う
し
や
　
た
　
　
　
　
ロ
　
も
ん
　
　
ム
ぜ

る
に
比
叡
山
は
皇
城
の
鬼
門
に
方
る
を
以
て
、
此
に
精
舎
を
建
て
＼
鬼
門
の
防
ぎ
ピ
な
し
、

せ
う
ピ
　
　
ラ
へ
の
　
　
く
わ
ん
え
い
き
　

お
　
　
　
　
ロ
も
ん
　

か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な

東
都
も
上
野
に
寛
永
寺
を
置
き
て
鬼
門
の
固
め
芭
な
せ
0
ピ
云
ふ
、
或
は
支
那
に
て
は
日
本

　
〉
　
　
　
　
容
　
6
ん
く
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪
う
し
う
L
烏
か
ロ
の
せ
a
　
さ
　
　
　
　
●
　
も
ん
ぐ
わ
ん

を
指
し
て
鬼
門
開
ど
穣
し
、
日
本
に
て
は
奥
州
白
川
開
を
指
し
て
鬼
門
闘
と
潮
す
芭
云
ふ
、

　
　
　
　
　
か
く
　
　
ユ
ピ
　
　
ふ
う
し
ふ
　
　
き
　
い
ん
　
　
つ
　
　
　
　
し
ゆ
ん
ト
　
　
せ
つ
め
い
　
　
　
　
　
い
ん
や
う
が
　
　
　
ピ

然
ウ
而
し
て
此
の
如
虫
風
習
の
起
因
に
就
き
て
種
々
の
説
明
あ
う
、
陰
陽
家
の
説
く
所
に
依

　
　
こ
の
ロ
う
が
く
　
　
い
ん
ち
く
　
　
　
　
　
　
あ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぽ
　
　
　
　
ホ
エ
う
ぽ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
せ
つ
　
　
ぼ
く
ば
う

れ
ば
此
方
角
は
陰
悪
の
氣
の
集
ま
る
虚
な
れ
ば
極
め
て
凶
方
な
う
ど
云
ふ
、
又
一
読
に
北
方

　
ぼ
ん
ぷ
つ
き
ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ヨ
し
　
ば
う
が
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

は
萬
物
極
ま
ウ
て
ヌ
生
ず
る
方
な
れ
ば
、
天
地
の
苦
む
方
角
な
る
故
之
ジ
避
も
る
ぜ
云
ふ
、

　
　
こ
　
ら
い
ロ
　
ち
ん
　
　
い
　
　
　
ヨ
ち
　
　
　
　
ひ
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ピ
　
　
　
さ

或
は
古
來
鬼
門
を
忌
み
嫌
ふ
は
日
の
出
づ
る
方
な
る
故
之
を
奪
び
て
避
く
る
な
0
ピ
云
ふ
、

　
　
に
　
ぼ
ん
ヒ
　
ち
い
　
　
よ
う
　
　
　
　
　
　
み
た
り
　
い
ヘ
ヲ
く
ロ
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
り
ん
　
　
ち
も
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
づ
が
く
　
　
い
　
　
　
　
　
ば
つ
ゆ
く

或
は
日
本
古
代
の
風
巴
し
て
狸
に
家
造
す
る
時
は
山
林
を
荒
す
故
に
、
方
角
を
忌
み
て
伐
木
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1「

d1杜硫 こしか川るfC思、腐奄相川リゴ・1惜イ斜1働につL

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ヵ
や
ク
　
　
し
よ
ぜ
つ
　
　
　
　
　
し
ん
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
レ
　
ロ
　
ニ
　
カ
い

せ
ざ
ら
し
め
た
る
な
う
ぜ
云
ふ
、
以
上
の
諸
説
は
一
も
信
ず
る
に
足
ら
ず
、
是
れ
支
那
古
代

　
し
ん
い
　
げ
い
ち
る
ひ
　
ぐ
わ
ク
て
い
た
ぐ
げ
い
　
い
　
　
　
　
し
ん
わ
　
　
　
は
ピ
プ
　
　
　
め
い
し
ん
ぼ
う
さ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
な
い

の
㎜
異
経
或
は
黄
帝
宅
紹
に
出
つ
る
肺
話
に
本
き
、
き
信
妄
想
の
之
を
助
く
る
あ
0
て
次
第

　
で
ん
ザ
　
　
　
　
エ
ん
か
ん
い
つ
ば
ん
　
　
ふ
づ
し
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
く
に
ん
　
　
　
　
　
こ
　
た
い
　
　
し
ん
わ
　
　
　
ぐ
　
み
ん

に
傳
播
し
て
民
間
二
般
の
風
習
を
成
す
に
至
れ
る
な
ウ
、
、
約
言
す
れ
ぱ
古
代
の
ユ
牌
話
定
愚
民

　
め
い
し
ん
　
　
お
ひ
が
つ
　
　
　
　
ヒ
の
ム
う
し
エ

の
謎
信
ピ
相
合
し
て
此
風
習
を
成
す
に
至
れ
る
次
ウ
、

ヒ
れ
　
　
　
　
き
　
も
ん
　
　
め
い
し
ん
　
　
た
い
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ぜ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
ゆ
え
ん
　
　
　
ぺ
ん
め
い

是
よ
0
鬼
門
の
継
信
を
退
治
せ
ん
に
は
先
づ
其
説
の
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
所
以
を
辮
明
す
べ

　
　
　
　
　
容
　
6
ん
　
　
き
　
⇔
ん
　
　
L
　
呑
　
こ
　
々
W
　
　
L
ん
わ
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
し
ん
わ
　
　
　
　
　
　
”
ク

し
、
第
一
に
鬼
門
の
起
原
は
支
那
古
代
の
肺
話
に
過
ぎ
ず
、
而
し
て
其
祠
話
力
る
や
毫
も
信

　
　
　
た
う
り
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
か
い
ぐ
わ
い
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ロ
や
ラ

ず
べ
き
道
理
あ
る
を
見
ず
、
海
外
輕
の
東
海
中
に
山
あ
0
ピ
は
何
れ
の
山
を
云
ふ
か
、
山
上

　
だ
う
じ
ゆ
　
　
い
だ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
ぴ
た
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
れ

の
桃
樹
は
至
て
大
艇
し
て
三
千
里
に
跨
る
ピ
あ
れ
ピ
も
誰
か
之
を
信
ず
る
も
の
あ
ら
ん
や
、

そ
の
と
う
ぼ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ん
含
　
ヒ
、
　
　
ち
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
竃
う
肪
ん
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ん
　
　
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
た
か

其
束
北
に
門
あ
ウ
て
萬
鬼
此
に
聚
ま
る
ピ
云
ふ
も
、
其
妄
誕
な
る
こ
ピ
言
を
待
た
ず
、
恰
も

リ
シ
　
　
　
　
　
　
カ
に
た
い
ひ
　
　
　
む
か
し
ぼ
な
し
　
　
き
づ
い
つ
ば
ん
　
　
　
　
　
　
い
　
か
　
　
　
　
　
き
　
も
ん
め
い
し
ん
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
ヨ
う
た
ん

桃
太
郎
の
鬼
退
治
の
昔
話
ぜ
同
一
般
な
う
、
如
何
な
る
鬼
門
迷
信
家
ぜ
雄
も
必
ず
此
妄
誕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
そ
の
せ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
ヒ
　
た
う
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ん

を
信
ず
る
こ
芭
能
は
ざ
る
べ
し
、
且
つ
其
説
た
る
や
東
海
の
一
孤
島
の
亭
の
み
、
何
ぞ
之
を

　
　
　
　
　
　
カ
ん
　
　
　
　
カ

我
日
本
に
於
て
談
ず
る
理
あ
ら
ん
や
、

　
　
　
　
　
　
し
　
ぴ
　
ぐ
　
カ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
い
し
ん
ぼ
う
さ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
つ
た
つ

第
二
れ
其
説
は
支
那
愚
民
の
信
ず
る
所
に
し
て
迷
信
妄
想
に
由
ウ
て
顎
建
せ
る
も
の
な
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
な
　
　
　
ぐ
　
み
ん
　
　
す
う
ぽ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
や
う
　
　
　
か

我
岡
民
に
し
て
之
を
奉
信
す
る
が
如
き
は
、
支
那
の
愚
民
を
崇
拝
す
る
も
の
竃
評
し
て
可
な

　
　
　
　
　
　
　
ぼ
う
し
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
な
　
ヒ
　
ぬ
い
　
　
じ
ん
な
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
か
い

　
　
か
う
し

う
、
孔
子
の
如
き
孟
子
の
如
き
は
支
那
古
代
の
人
物
な
る
も
、
今
日
に
あ
0
て
は
質
に
世
界
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の
議
に
し
て
離
殿
之
を
竃
す
・
整
鍋
那
に
於
て
雛
纂
儲
す
る
弘
し
て
嘉

ず
ラ
ぱ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
う
ぽ
ヴ
　
　
　
　
　
　
も
ピ
　
　
　
か
う
も
う
せ
い
け
ん
　
　
し
よ
ち
う

崇
奔
芭
云
ふ
べ
か
ら
ず
、
今
鬼
門
の
妄
説
の
如
き
は
周
よ
り
孔
孟
聖
賢
の
書
中
に
見
ざ
る
所

　
　
　
　
か
へ
つ
　
し
　
ぴ
　
　
　
せ
い
け
ん
　
　
ロ
い
せ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
　
　
　
わ
が
ヒ
く
み
ん
　
　
　
　
　
せ
い
け
ん
　
　
は
い
せ
ヨ

に
し
て
、
却
て
支
那
の
聖
賢
の
排
斥
せ
る
所
な
0
、
然
る
に
我
國
民
に
し
て
聖
賢
の
排
斥
し

　
ぐ
　
み
ん
　
　
ほ
コ
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
う
せ
つ
　
　
こ
　
し
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
き
よ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん

て
愚
民
の
奉
信
す
る
所
の
妄
説
を
固
守
す
る
に
於
て
は
、
之
を
愚
の
極
ピ
云
は
ず
し
て
伺
ぞ

　
　
ヒ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
に
や
う
か
こ
ぞ
つ
　
し
　
な
　
む
ん
　
　
て
き
し
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
け
い
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
か
シ
ぼ

や
、
殊
に
一
咋
年
以
來
我
上
下
皐
て
支
那
人
を
敵
閲
し
、
且
つ
之
を
輕
賎
せ
る
に
も
拘
ら
ず
、

欝
顧
曇
儲
を
雛
の
欝
の
㍗
幽
講
す
る
纂
撫
謹
を
燃
す
る
ξ
欝
ず
・
是

　
あ
　
　
　
こ
く
み
ん
　
　
　
ロ
い
ち
ひ
エ
く

れ
登
に
國
民
の
一
大
蹴
辱
に
あ
ら
ず
や
、
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置
之
を
懸
の
羅
患
ぎ
に
、
賠
麟
の
葎
の
蕊
な
る
灘
し
て
あ
ゑ
か
ら

ず
・
霧
苫
は
薦
蔑
樫
の
鵬
あ
る
碁
翫
・
－
磐
の
み
・
轡
証
で
・
魏
繧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ん
ぼ
く
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
ス
　
き
う
む
や
う
　
シ
う
　
　
　
　
　
そ
の
ゐ
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
プ

　
　
　
　
　
　
ピ
う
ぎ
い

　
　
　
い
プ

立
力
ぱ
何
れ
が
東
西
に
し
て
何
れ
が
南
北
な
る
や
、
若
し
叉
地
昧
上
に
佳
す
る
も
其
位
置
の

崇
る
に
欝
・
蕃
募
票
ウ
・
懸
馨
に
在
き
き
縫
籔
に
あ
ξ
き
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セ
ん
ら
よ
く
エ
お
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ピ
　
　
　
ら
　
る
ん
と
の
り
の
　
　
ロ
づ
ゐ
　
　
　
　
ヒ
ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

南
極
附
近
に
あ
る
時
ど
は
、
固
よ
り
鬼
門
其
物
の
方
位
大
に
異
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
若
し
正

　
　
ぼ
つ
ヨ
よ
く
　
　
　
む
ん
き
よ
く
　
ち
タ
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
プ
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
ヒ
ラ
ぼ
く
ぐ
う

し
く
北
極
或
は
南
極
の
中
黙
に
立
つ
竃
き
は
何
れ
を
指
し
て
凍
北
隅
巴
定
む
る
を
得
る
や
、

ぽ
た
　
　
　
　
　
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い

果
し
て
然
ら
ば
東
西
南
北
の
方
位
は
假
定
の
も
の
た
る
と
明
か
な
り
、
．
然
る
に
假
定
の
方
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
た
い
　
　
　
る
つ
き
よ
ラ
　
う
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
い
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
じ

に
封
し
て
吉
凶
を
論
す
る
が
如
き
は
迷
信
の
甚
し
き
も
の
ピ
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
殊
に
地

　
　
ち
う
て
わ
い
て
ん
　
　
ピ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
き
　
　
　
　
べ
　
じ
ザ
こ
く
く

球
は
書
夜
廻
轄
し
て
止
ま
ら
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
東
西
南
北
の
方
位
も
之
ピ
共
に
時
々
刻
々

モ
の
ロ
う
か
う
　
　
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ん
こ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
ヒ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
の
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ピ

其
方
向
を
轄
ぜ
ざ
る
べ
加
ら
ず
、
前
刻
の
東
北
隅
ピ
後
刻
の
東
北
隅
ピ
は
其
指
す
所
全
く
異

　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
　
　
　
　
い
ロ
　
　
　
　
　
　
　
た
い
　
　
　
　
ぽ
づ
ゐ
　
　
　
き
つ
き
よ
う
　
ろ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
い
し
ん

な
る
ぺ
き
理
な
ウ
、
然
る
に
況
ん
や
之
に
醤
し
て
方
位
の
吉
凶
を
蹄
ず
る
を
や
、
之
を
迷
信

ξ
は
ず
し
て
硫
そ
や
、
聖
馨
る
に
此
の
如
き
露
は
古
代
の
ぼ
護
患
ポ
・
本
襲

ゐ
　
　
　
か
で
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
お
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
の
せ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
き
ク
せ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん

位
の
確
定
せ
る
も
の
巴
信
ず
る
よ
り
起
れ
・
9
、
故
に
其
説
は
今
日
地
球
説
を
信
ず
る
も
の
、

リ
ピ
　
　
　
　
　
ピ

固
よ
り
取
ら
ざ
る
所
な
う
、

も
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
う
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
う
ほ
く
ぐ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
ち

若
し
假
り
に
一
歩
を
譲
0
方
位
は
一
定
し
て
動
加
ざ
る
も
の
ξ
し
、
東
北
隅
は
何
れ
の
位
置

に
あ
』
勘
ぜ
ざ
る
》
義
畜
・
東
北
隅
の
欝
に
腱
り
て
蕊
亮
る
の
理
あ
奇

　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
う
ロ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
エ
う
ロ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
カ

ち
ず
、
若
し
東
北
隅
に
し
て
凶
方
江
ら
ば
西
北
隅
も
亦
凶
方
な
る
べ
し
、
叉
其
凶
方
を
犯
せ

ぱ
必
ず
漿
7
手
る
㌘
至
ウ
て
生
．
犠
鐘
し
・
其
方
位
鼻
磐
し
く
は
欝

の
館
す
る
妄
を
儲
ず
る
よ
轟
に
薮
を
寧
る
渠
し
・
之
を
護
の
上
砦
ふ
る
に
・
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鶏
票
愉
は
堰
猷
ぎ
し
て
北
海
道
の
東
北
隅
は
ヂ
麟
な
ウ
、
千
島
の
東
北
隅
は
ベ
ー
リ
シ

　
か
い
け
ふ
　
　
（
　
　
　
　
　
　
ぼ
《
き
ょ
（
　
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
じ
ん

ク
海
峡
を
経
て
逡
に
北
極
に
蓮
す
べ
し
、
北
海
道
に
も
千
島
に
も
千
島
以
外
に
も
別
に
鬼
祠

お
く
き
　
　
　
む
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
セ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
も
ん
ぜ
ワ
　
　
め
い
し
ん

悪
魔
の
佳
す
る
所
あ
る
を
見
ず
、
何
ぞ
之
を
恐
る
、
の
理
あ
ら
ん
や
、
鬼
門
説
の
迷
信
な
る

　
　
い
よ
く
ら
ら
も

こ
ピ
愈
々
明
か
な
o
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
鬼
門
論
」
十
二
～
十
三
頁
）
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み
　
　
　
ヒ
　
ろ
　
　
　
　
ぼ
つ
　
　
　
エ
と
ヨ
る
　
　
あ
く
ロ
ク
き
エ
ク
ゐ
　
　
え
る
　
　
　
　
　
　
　
い
　
て
ん
　
　
あ
る
ひ
か
　
さ
く
　
　
　
　
　
　
　
い
エ

身
に
試
み
ん
と
欲
し
、
殊
夏
に
悪
方
凶
位
を
撰
み
て
之
に
移
轄
し
或
は
家
作
す
る
も
、
未
だ

な
ん
ら
　
　
き
エ
ラ
へ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
　
　
　
　
　
　
カ
ぽ
　
　
　
　
い
ぼ
そ
の
　

れ
い
　
あ
　
　
　
　
　
エ
　
　
ち
ラ
か

何
等
の
凶
壁
の
己
れ
の
身
に
超
ウ
た
る
を
麗
え
ず
、
今
其
一
例
を
畢
ぐ
る
に
余
が
佳
家
は
八

ね
ん
ま
ハ
　
　
し
ん
ち
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ご
ヨ
ら
　
　
き
　
も
ん
　
　
ば
ク
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ゑ
　
　
み
つ
か
　
　
　
　
し
や
ク

年
前
に
新
築
せ
し
所
な
る
が
、
殊
夏
に
鬼
門
の
方
位
に
向
て
作
れ
り
、
故
に
自
ら
之
を
稀
し

　
含
　
‘
ん
や
垣
　
　
　
い
（
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ろ
　
己
5
　
　
3
　
も
ん
　
　
』
か
つ
　
し
工
●
い
　
　
ぞ
う
ち
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
そ
の

て
鬼
門
破
う
の
家
ピ
云
ふ
、
其
後
文
に
鬼
門
に
向
て
書
齋
を
増
築
し
て
自
ら
之
に
居
ウ
、
其

む
　
ま
た
さ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
　
ぎ
ク
　
　
ぞ
う
ち
ぐ
　
　
　
　
し
エ
さ
ゐ
　
　
こ
ヘ
　
　
カ
ユ
　
　
　
　
ェ
つ
　
　
せ
ん
ご
　
　
　
ヒ
わ
い
き
も
ん
　
　
キ
ぷ

後
ヌ
更
に
鬼
門
に
向
て
土
藏
を
増
築
し
て
書
類
を
此
に
藏
む
、
依
て
前
後
三
回
鬼
門
を
破
れ

　
　
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
ゆ
か
　
　
　
　
い
ヘ
　
　
ロ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ほ
い
　
　
　
　
　
　
ね
ん
　
　
　
　
け
い
べ
わ
　
　
　
　
　
　
い
ま

り
、
宜
し
く
之
を
鬼
門
三
度
破
∧
’
の
家
と
名
く
ぺ
し
、
爾
來
既
に
三
年
以
上
紅
過
せ
る
も
未

　
ロ
ぴ
じ
　
　
　
き
エ
う
さ
い
　
を
の
　
　
　
　
し
ん
コ
や
ヲ
　
ぐ
た
　
　
　
　
み
　
　
　
　
き
　
　
ん
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
が
い
　
　
る
た
　
　
　
ち
か
ち

だ
何
等
の
凶
災
の
己
れ
の
身
上
に
下
る
を
見
ず
、
鬼
門
若
し
果
し
て
人
た
鍋
害
を
與
ふ
る
力



口U歪ピf、諺ご　にし己りノ1，る不，轡壽養1奄｝　｝｝　ヒド］∫ブ」．）　fti’F『；C・舌季力1こ一ノ・　て

　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ん
ぜ
ん
　
　
ロ
や
　
　
め
い
ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か

あ
る
な
ら
ば
、
余
の
如
き
は
五
六
年
前
に
早
く
冥
土
の
客
竃
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
然
る
に

い
な
な
　
　
　
い
　
き
ん
　
　
　
　
　
き
　
も
ん
ぜ
つ
　
　
レ
ん
　
　
　
　
　
だ
　
　
　
　
　
　
め
い
し
や
ラ
　
　
　
　
ひ
ピ
　
　
か
　
さ
く

今
街
ほ
依
然
詑
ゐ
は
鬼
門
説
の
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
明
鐙
な
う
、
掲
0
家
作
の
み
な
ら
ず
、

　
　
ロ
エ
か
う
て
ん
ヨ
エ
ど
う
　
　
　
　
　
こ
ビ
さ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ほ
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
　
　
ロ
ん
も
　
　
ヨ
ェ
ク
が
い

余
は
旋
行
韓
居
等
今
日
迄
殊
更
に
凶
日
凶
方
を
揮
び
て
之
に
就
き
し
も
、
未
だ
何
等
の
凶
害

　
　
し
ん
じ
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
み
　
　
　
き
　
も
ん
ロ
ク
ゐ
　
せ
つ
　
　
め
い
し
ん
　
　
　
　
ゆ
え
ん
　
　
　
じ
や
つ

の
一
身
上
に
及
び
し
を
捻
せ
ず
、
是
れ
皆
な
鬼
門
方
位
説
の
迷
信
た
る
所
以
を
語
す
る
に
足

る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
鬼
門
論
」

　
　
　
　
ヨ
ニ
　
ノ
　
　
ヨ
ハ
　
　
　
　
ち
　
し
ロ
　
　
ち
き
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
さ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ロ

凡
そ
人
の
迷
信
を
起
す
は
智
識
の
明
か
な
ら
ざ
る
ε
思
想
の
定
ら
ざ
る
と
に
ょ
り
、
之
に
加

　
　
　
む
と
し
ん
　
つ
よ
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
し
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
つ
ヨ
よ
ヲ
く
わ
ム
ピ
ち
ヒ

ふ
る
に
利
己
心
の
強
き
に
由
ら
ざ
る
は
な
し
、
智
識
明
か
な
ら
ざ
れ
ば
吉
凶
渦
願
の
起
る
理

　
4
ん
　
　
　
　
あ
π
　
　
　
　
　
し
　
さ
う
さ
た
零
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
を
の
乙
、
為
　
う
盈
か

を
…
辮
ず
る
能
は
ず
、
思
想
定
ら
ざ
れ
ば
吉
凶
溺
語
の
爲
め
に
其
心
を
鑑
さ
る
〉
を
免
れ
ず
、

し
か
　
　
　
，
　
乙
　
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容
よ
う
　
a
　
　
　
ム
く
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
工
ζ
た
亭
，
9
ん

而
し
て
利
己
心
の
之
に
加
は
る
あ
う
て
凶
を
避
け
福
を
得
ん
ピ
す
る
慾
情
禁
ず
る
能
は
ず
、

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
　
　
さ
い
　
　
つ
ひ
　
　
め
い
か
い
ち
う
　
　
ち
ん
戸
含
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
　
　
　
⑲
え

斯
く
し
て
一
た
び
迷
ひ
二
た
び
迷
ひ
、
再
三
再
四
…
逐
に
迷
海
中
に
沈
溺
し
て
之
を
脱
す
る
所

ん
し
　
　
　

も
　

れ
ク
　
ほ
つ
　
　
　
く
わ
が
く
た
お
つ
　

ち

以
を
知
ら
ざ
る
に
至
る
、
若
し
之
を
療
せ
ん
ぜ
欲
せ
ば
、
一
に
は
百
科
の
學
術
に
依
ウ
て
知

し
き
　
　
す
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
せ
い
　
　
し
う
け
う
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
か
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
セ
ク
　
　
た
う
ピ
く

識
を
進
め
、
二
に
は
眞
正
の
宗
教
把
依
〉
て
信
仰
を
高
め
、
三
に
は
高
等
の
道
徳
に
依
ウ
て

十
六
～
十
七
頁
）
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ロ
　
こ
　
し
ん
　
　
せ
い
　
　
　
　
　
　
え
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ご
ぶ
　
な
ん
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う
　
　
せ
ら
　
　
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

利
己
心
を
制
す
る
を
要
す
る
次
ウ
、
然
れ
ピ
も
是
れ
頗
る
難
事
に
し
て
一
朝
一
夕
の
爲
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
エ
く
ぜ
つ
　
め
い
し
ん
　
　
い
　
　
　
　
ロ
う
ぽ
ふ
　
　
か
う
し
ゆ
つ
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
ロ
ん

る
所
に
あ
ら
ず
、
是
に
於
て
余
は
直
接
に
迷
信
を
書
す
る
方
注
を
考
出
せ
0
、
即
ち
世
人
の

も
つ
ヒ
　
　
　
　
　
　
ヨ
エ
　
　
　
　
　
　
　
こ
ヒ
が
ら
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
り
　
　
ゆ
う
　
　
　
せ
つ
め
い
か
い
し
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
く

最
も
多
く
迷
ふ
所
の
事
柄
に
就
き
て
一
々
其
理
由
を
説
明
解
鐸
し
、
之
を
一
讃
す
る
も
の
を
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
ぼ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
つ
　
　
　
せ
ん
ほ
ん
ら
い
え
ヲ
く
わ
い
が
く
か
う
ぎ
エ
く
　
　
へ
ん
ロ
ゆ
つ
　
　
　
　
い
た
　
　
　
　
　
か

し
て
再
び
迷
は
ざ
ら
し
め
ん
巴
欲
し
、
先
年
來
妖
怪
學
講
義
録
を
編
述
せ
る
に
至
れ
り
、
且

　
　
　
を
の
　
　
　
　
た
　
　
　
み
グ
　
　
ゆ
　
　
　
や
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
つ
う
け
う
い
く
ほ
や
う
　
え
う
く
わ
い
が
く
　
　
　
ぐ
わ
　
　
コ
つ

つ
余
は
己
れ
の
田
に
水
を
引
く
様
な
れ
ピ
も
普
通
教
育
上
に
妖
怪
學
の
】
科
を
設
け
て
之
を

せ
う
が
く
け
う
い
く
　
お
う
エ
ク
　
　
　
　
し
　
　
　
　
か
ん
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ヨ
ね
ん

小
學
散
育
に
鷹
用
す
る
に
如
か
ず
定
考
ふ
る
次
ウ
、
已
に
老
い
去
ウ
カ
る
も
の
は
積
年
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
毛
い
　
て
ヲ
　
せ
・
　
あ
め
い
し
ん
　
い
　
’
心
た
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
か
さ

ユ
エ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
若
し

迷
に
迷
を
重
ね
た
る
も
の
な
れ
ば
、
到
底
一
朝
一
夕
に
其
迷
信
を
蜜
し
難
し
ピ
碓
も

鐘
豊
に
震
ぎ
議
義
け
・
更
㌫
卵
に
於
て
嚢
耗
褒
く
る
に
警
ば
、
跡

ぽ
欝
を
褒
ギ
て
凝
の
穿
る
に
暫
ざ
る
霧
を
階
る
こ
竃
得
べ
し
、
藍

え
づ
く
わ
い
が
く
か
う
影
　
　
ぼ
ん
い
　
　
　
　
　
そ
の
e
ゆ
ん
ぴ
　
　
ぺ
ん
　
　
・
の
た
　
　
　
　
　
ぼ
か

妖
怪
學
講
義
の
本
意
迅
亦
其
準
備
の
便
を
與
ふ
る
に
外
な
ら
ざ
る
な
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
鬼
門
論
」
十
七
～
十
九
頁
）
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以
上
が
「
鬼
門
」
を
中
心
と
し
た
迷
信
に
対
す
る
井
上
円
了
氏
の
考
え
方
で
あ
る
。
当
時
社
会
に
満
ち
満
ち
て
い
た
迷
信
・
俗

説
の
類
に
、
汚
染
さ
れ
て
は
な
ら
じ
、
も
し
く
は
そ
の
汚
れ
を
洗
い
流
す
べ
き
と
の
心
に
燃
え
、
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た
い
せ
い
い
つ
し
ん
い
　
5
い
乙
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
の
る
ひ
乃
し
●
〈
わ
い
ひ
や
く
口
ん
　
彦
　
ぷ
つ
み
毎
そ
の
ぬ
ん
α
く
　
　
あ
ら
た
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
弩
8
つ

太
政
一
新
已
來
鼓
に
三
十
年
、
其
間
牡
會
百
般
の
事
物
皆
其
面
目
を
改
め
、
之
を
昔
日
の

　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ピ
　
　
　
　
バ
つ
せ
　
か
い
　
　
く
わ
ん
　
て
い
　
　
　
　
モ
の
い
ヨ
ほ
ひ
ど
う
や
ク
　
　
　
　
　
い
ク
ひ

日
本
に
比
す
る
に
殆
ん
ピ
別
世
界
の
観
を
呈
し
、
其
勢
東
洋
の
上
に
雄
飛
す
る
の
み
な
ら

　
　
た
い
ぜ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
う
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
の
し
ん
ぼ
　
　
　
ナ
み
や
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ロ
う

ず
、
泰
西
二
三
の
諸
國
を
凌
駕
せ
ん
ぜ
欲
す
、
其
進
歩
の
速
か
な
る
こ
ピ
驚
く
べ
し
、
然
ム
・

　
　
　
ひ
ピ
　
　
い
　
セ
ん
　
　
　
　
　
　
き
う
し
よ
く
　
そ
ん
　
　
　
　
な
　
　
　
ぜ
く
ば
ぽ
ば
つ
ち
　
　
　
ビ
き
へ
い
　
　
ピ
マ
　
　
　
　
さ
も
　
　
か
い
し
ん
　
　
ち
エ

而
し
て
掲
0
依
然
と
し
て
奮
色
を
存
し
、
衙
ほ
徳
川
末
路
の
積
弊
を
留
め
、
更
に
改
新
の
緒

　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
う
け
ラ
か
い
　
　
は
つ
ほ
や
ク
　
　
　
　
　
く
わ
ん
け
ん
　
　
　
　
　
し
う
け
ク
　
　
ふ
　
ロ
い
　
　
と
く
み
ん
　
　
め
い
し
ん

に
就
加
ざ
る
も
の
は
宗
数
界
の
實
情
な
0
、
換
言
す
れ
ば
宗
数
の
腐
敗
と
國
民
の
迷
信
な
う
、

ビ
の
　
　
し
や
そ
の
め
ん
も
く
　
　
い
つ
べ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
プ
く
　
　
　
せ
　
か
い
　
　
な
い
　
　
　
み
プ
か
　
ぷ
ん
め
い
こ
く
　
　
こ
し
エ
ク

此
二
者
其
面
目
を
一
憂
す
る
に
あ
ら
ず
ん
ぱ
、
焉
ん
ぞ
世
界
に
圏
し
て
自
ら
文
明
國
巴
誇
穣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
ウ
ぬ
　
　
わ
が
く
に
め
い
カ
　
　
　
だ
い
け
エ
い
つ
ば
ん
ず
で
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
ぽ
ん
い
ぽ
　
　
な

す
る
を
得
ん
や
、
是
れ
余
が
毎
に
我
邦
明
治
の
大
業
一
宇
已
に
成
う
て
一
宇
未
だ
成
ら
ず
、

　
　
　
ゐ
　
し
ん
す
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
し
ん
い
ぽ
　
　
ロ
た
　
　
　
　
　
　
ロ
な
　
　
　
　
り
え
ん
　
　
　
　
　
　
　
モ
の
こ
ん
ば
ち
　
　
ぷ
ん
め
い

第
一
の
維
新
既
に
來
ウ
て
第
二
の
維
新
未
だ
來
ら
ず
竃
唱
ふ
る
所
以
在
0
、
其
今
日
の
文
明

　
ち
お
わ
ぎ
　
　
い
ぼ
ゆ
エ
あ
カ
ヨ
か
く
　
　
　
じ
ロ
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
ん
　
　
　
る
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
う
や
く
か
い
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
ロ
ん
そ
の

は
諺
に
所
謂
頭
隠
し
て
尻
隠
さ
b
る
が
如
査
抑
攻
き
能
は
ず
、
今
や
條
約
改
正
竜
大
宇
其

む
よ
く
　
む
ず
　
　
　
　
な
い
ち
　
ぎ
つ
き
よ
　
　
や
う
や
　
そ
の
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
う
け
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ぽ
い
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ピ

局
を
結
び
、
内
地
雑
居
も
漸
く
其
期
に
追
ら
ん
ど
す
る
に
當
ク
、
宗
敷
の
腐
敗
此
の
如
く
國

　
　
め
い
し
ん
か
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ゴ
ぞ
ん
　
　
ま
　
　
　
ぐ
わ
い
e
ん
　
容
　
く
わ
　
　
旨
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
く
か

民
の
迷
信
彼
の
如
き
に
於
て
は
、
　
焉
ぞ
能
く
外
人
の
蹄
化
を
迎
へ
ん
や
、
是
れ
國
家
の
一

カ
い
を
ほ
よ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ヲ
け
ク
　
　
せ
つ
ゐ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
い
し
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
す
ゐ

大
汚
辱
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
、
入
あ
り
余
に
語
ウ
て
曰
く
、
宗
数
の
雲
隠
ぜ
迷
信
の
下
水

　
　
　
　
　
お
ぼ
さ
づ
ひ
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
て
い
な
い
ち
　
ぎ
つ
ぼ
エ
　
　
し
ん
ね
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た

ぜ
此
二
者
の
大
掃
除
を
篇
す
に
あ
ら
ず
ん
ぱ
、
到
底
内
地
難
居
の
新
年
を
迎
ふ
る
こ
ピ
能
は

ζ
、
宗
激
を
以
三
．
衆
の
ぽ
藤
鼻
す
る
は
獄
醸
に
淀
ぐ
る
が
如
き
も
・
譲
討
の
蹴

た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
な
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
ゐ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ク
ロ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
け
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
だ

態
今
日
の
如
く
甚
し
き
に
於
て
は
、
雲
隠
の
不
潔
巴
同
日
に
論
ぜ
ら
る
、
も
蓋
し
之
に
答
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た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
ふ
　
か
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
し
ん
　
　
お
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ユ
い
い
ち
む
　
　
　
こ
く
か

ふ
る
蹄
な
か
る
べ
し
、
余
は
不
幸
に
し
て
明
治
の
維
新
に
後
れ
て
長
ヒ
、
其
際
一
事
の
國
家

　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
ゐ
　
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
ぽ
ひ

、
に
霊
す
ご
ピ
左
か
6
し
は
、
今
日
に
至
る
も
摺
ほ
遣
憾
ε
す
る
所
な
ウ
、
然
る
に
幸
に
し

　
じ
う
げ
ぐ
　
　
か
く
し
ん
　
　
さ
き
ち
　
　
　
い
　
　
　
　
　
た
い
ゆ
ふ
　
　
ぜ
ん
ロ
ん
す
で
　
　
ぴ
　
　
　
　
　
ヒ
ク
ロ
ん
い
セ
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
い

て
宗
教
の
革
新
に
先
ち
て
出
で
、
大
業
の
前
宇
己
に
成
う
て
後
宇
法
だ
成
ら
ざ
る
聴
に
會
し

　
　
　
　
み
プ
か
　
そ
の
か
く
し
ん
　
　
　
　
の
　
ぶ
ん
　
　
く
ロ
　
　
　
　
　
い
さ
シ
　
ロ
リ
よ
く

カ
る
は
、
自
ら
其
革
新
の
一
部
分
に
加
は
0
、
卿
か
微
力
を
國
家
の
爲
あ
に
致
さ
ん
ど
欲
す
、

　
　
よ
　
　
　
せ
き
ね
ん
　
　
を
　
し
　
　
　
　
　
　
す
う
ほ
ん
ロ
ん
　
　
　

だ
　
せ
う
し
ん
し
　
　
　
そ
の
ヒ
ピ
　
　
そ
　
　
　
　
た
む
ワ
む
　
き
　
　
　
た
ゆ
く

是
れ
余
が
積
年
の
」
素
志
に
し
て
数
年
前
よ
り
多
少
心
思
を
其
事
に
注
ぎ
、
他
日
時
機
の
熟
す

る
纂
ち
て
鵬
く
砒
ぽ
誤
・
誉
欝
麟
せ
能
嘉
親
の
護
を
蕊
し
、
以
て
霊

艦
磨
麟
．
を
聲
る
露
な
り
し
が
・
髭
襲
患
秦
せ
る
を
欝
、
誉
耀
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
ひ
や
う
　
る
ム
　
　
　
　
　
　
ぼ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
き
し
や

　
　
　
　
　
か
い
ち
ん

　
　
い
つ
た
ん

か
う考
の
一
端
を
開
陳
し
て
語
者
の
高
評
を
仰
が
ん
宅
欲
す
、
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二
鬼
門
論
」
一
～
三
頁
）

　
と
述
ぶ
る
如
く
、
啓
蒙
家
た
る
に
足
る
活
動
を
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
の
著
『
妖
怪
百
談
』

を
あ
げ
て
そ
の
当
時
の
井
上
内
円
了
氏
に
対
す
る
「
世
の
風
当
り
」
を
記
し
て
お
き
た
く
思
う
。

に
対
す
る
い
く
つ
か
の
評
文
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妖
怪
百
談
評
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
弘
　
之

カ
シ
ト
曰
く
吾
人
は
薗
ら
奇
怪
を
造
り
て
薗
ら
之
に
驚
く
ぜ
井
上
博
士
が
倍
怪
と
稲
す
る
も

の
即
ち
是
れ
な
り
吾
人
奇
怪
に
翼
僑
の
二
種
あ
る
を
知
ら
ず
故
に
填
怪
に
驚
か
ず
し
て
却
て

僑
怪
に
驚
く
豊
愚
な
ら
ず
や
井
上
博
士
之
を
概
歎
し
頂
怪
の
實
に
驚
く
べ
く
し
て
僑
怪
の
敢

て
驚
く
に
足
ら
ざ
る
所
以
を
読
き
以
て
吾
人
の
迷
信
を
掃
除
せ
ん
定
欲
す
是
れ
僑
怪
百
談
の

薯
な
か
る
べ
が
ら
ざ
る
所
以
な
う
其
の
吾
人
知
謡
の
開
綬
を
稗
註
す
る
決
し
て
淺
き
に
あ
ら

　
　
　
　
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
祉
曳

我
邦
妖
怪
の
説
あ
る
や
奮
し
、
其
元
古
事
記
日
本
書
紀
に
始
ま
れ
0
、
是
貿
に
其
事
あ
る
に
は

あ
ら
ず
、
唯
之
を
傅
ふ
る
者
の
昏
味
な
る
に
由
て
起
れ
ウ
、
夫
れ
高
天
原
の
天
上
に
あ
る
、

夜
見
國
の
地
底
に
あ
る
、
其
他
百
般
の
怪
事
、
皆
古
人
敬
上
の
念
厚
き
よ
り
、
此
互
多
の
妄

談
を
な
す
者
に
し
て
、
一
と
し
て
、
妄
想
冥
信
の
致
す
所
に
非
る
は
な
し
、
然
る
に
、
史
を

作
る
者
之
を
辮
携
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
亦
随
つ
て
之
を
顧
異
に
す
、
姦
に
あ
ら
さ
る
は
、

或
は
愚
な
る
也
、
猶
彼
邪
敷
の
一
醜
を
妄
想
し
出
し
來
り
て
、
人
を
駆
惑
す
る
に
異
な
ら
ず
、
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古
今
東
西
何
ん
ぞ
其
妖
怪
談
の
人
に
入
る
ど
の
深
き
や
、
果
し
て
以
て
之
を
解
く
ぺ
か
ら
ざ

る
頗
、
日
、
然
ら
ず
、
筍
く
竜
人
を
し
て
、
其
耳
目
の
見
聞
す
る
所
を
信
ヒ
て
、
其
耳
目
の

及
ぱ
ざ
る
所
は
、
悉
是
天
地
の
間
に
な
き
」
．
有
芭
す
る
賠
は
、
世
決
し
て
妖
怪
の
談
あ
る
芝
な

し
、
是
實
は
天
地
の
間
、
も
と
絶
て
怪
事
な
き
を
…
以
て
也
、
唯
其
見
聞
の
及
ば
ざ
る
所
、
特

に
怪
事
あ
う
ど
す
、
是
其
怪
の
千
生
百
出
し
て
、
際
涯
な
き
所
以
な
り
、
夫
れ
吾
國
は
も
ぜ

怪
事
な
し
、
天
御
中
主
肺
以
降
、
天
祠
地
砥
、
皆
是
在
レ
上
の
人
也
、
故
に
カ
ミ
忘
云
ふ
、
唯

其
人
の
功
徳
あ
・
9
、
紳
聖
な
る
が
故
に
、
我
民
之
を
崇
敬
し
て
や
ま
ず
、
終
に
之
を
駆
る
に

肺
怪
奇
幻
を
以
て
す
る
に
至
る
の
み
、
固
よ
6
彼
儒
者
の
所
謂
臭
天
上
帝
、
佛
者
の
所
謂
如

來
菩
薩
の
類
鳥
有
者
と
同
e
か
ち
ず
、
然
る
に
、
今
世
の
學
者
、
亦
戴
ふ
て
古
史
を
信
ヒ
、

祀
崇
を
汚
唇
し
て
、
彼
祠
…
佛
に
同
ヒ
と
す
、
是
其
妖
怪
談
の
大
に
超
る
所
以
也
、
吾
畏
友
井

上
君
、
頃
者
傭
怪
百
談
の
著
あ
ウ
、
世
に
妖
怪
な
き
の
理
を
辮
ず
。
盤
々
ぜ
し
て
依
握
ゐ
ム
・
、

明
白
精
密
、
議
論
尤
も
確
實
な
う
ピ
す
、
余
深
く
其
癖
説
の
最
世
人
に
蚕
あ
る
を
信
ず
、
乃

ち
数
言
を
陳
し
て
、
以
て
其
審
後
に
附
く
ぜ
云
ふ
、
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一妖隆白談」　に見’ノ才Lろf・思。義庵王井’－1一円rの啓蒙活重加こついて

　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
依
田
　
百
　
川

奇
惟
妖
妄
之
談
無
世
不
有
焉
。
而
不
燭
田
夫
野
老
蒙
昧
之
人
信
之
。
雄
博
學
宏
聞
之
士
。
聴

成
遭
事
物
之
憂
、
－
樗
然
謂
〕
吾
親
見
之
o
斥
蹄
怪
誕
非
也
o
遂
筆
之
書
o
著
之
論
o
以
偲

後
世
o
其
惑
人
也
深
尖
o
不
知
其
事
物
之
憂
者
o
非
理
化
作
用
o
認
幻
影
於
外
o
則
精
祠

昏
迷
o
現
想
像
於
内
耳
o
非
實
有
其
事
物
也
o
井
上
圓
了
先
生
o
博
悶
独
識
o
庚
通
内
外

之
書
。
暮
好
研
究
物
怪
憂
異
数
年
○
謂
世
信
妖
怪
鏑
有
之
。
皆
非
也
。
因
箸
偽
怪
百
談
o

櫨
實
直
書
。
穣
分
緑
析
o
瞭
如
指
掌
。
其
言
盤
々
有
竈
o
非
如
朱
儒
説
室
理
縦
辮
駁
也
。

余
嘗
譲
韓
文
公
原
鬼
o
窟
疑
高
明
俊
偉
如
公
猶
且
信
鬼
。
何
也
o
差
風
氣
未
開
。
人
擢
緬

　
　
　
　
　
　
ミ
き

稲
。
妖
怪
之
談
易
入
其
耳
o
是
賢
哲
之
所
以
信
鬼
也
。
使
公
讃
此
書
必
憬
然
而
悟
惜
夫
o

余
性
迂
僻
吉
凶
綿
禰
妖
惟
之
説
。
鑑
斥
爲
妄
誕
〇
一
日
見
洋
人
所
演
催
眠
術
頗
疑
之
o
畢

以
問
君
．
、
君
爲
詳
説
其
術
。
釜
其
人
精
祠
昏
迷
Q
現
想
像
於
内
者
也
o
乃
知
妖
控
之
果
不

可
信
尖
。
及
請
此
書
。
盆
悟
其
然
○
乃
題
一
言
o
警
世
妄
信
妖
権
者
o
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8
2
根
　
正
直

妖
怪
憂
化
の
物
語
を
加
き
集
め
し
も
の
和
漢
其
の
類
に
乏
し
か
ら
ず
然
れ
ピ
も
一
つ
も
其
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ツ
チ

妄
を
排
ヒ
た
る
は
な
く
却
り
て
蛇
に
足
を
添
へ
い
よ
ノ
～
狐
の
疑
を
結
ば
し
む
る
く
さ
は
ひ

ピ
ぞ
な
う
に
し
こ
れ
ら
多
く
は
佛
家
道
家
の
わ
ざ
な
る
4
こ
そ
う
た
て
け
れ
さ
す
が
儒
家
ピ
い

は
る
、
人
の
怪
し
き
を
語
ら
ざ
る
は
さ
る
こ
ξ
な
が
ら
進
み
て
そ
の
妄
を
断
じ
妖
を
破
ら
む

ぜ
せ
し
は
希
な
る
に
井
上
博
士
の
懇
な
る
志
を
…
以
て
年
ご
ろ
人
の
戚
を
ピ
き
世
の
わ
ざ
は
ひ

を
除
加
む
ピ
つ
せ
め
ら
る
、
功
徳
の
程
登
漫
か
ら
め
や

叉
膓
竜
ふ
に
近
古
経
學
に
精
し
き
儒
者
の
修
身
齊
家
の
旨
を
和
解
し
假
名
文
に
加
き
あ
ら
は

し
て
人
を
さ
巴
し
、
が
多
か
う
き
其
の
書
は
一
見
卑
俗
孜
る
が
如
く
攻
れ
ピ
世
を
盆
せ
し
と

い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
然
る
に
其
後
の
儒
者
た
ち
専
ら
文
鮮
の
賑
琢
に
耽
る
あ
6
経
義
に
異
説

を
立
つ
る
も
あ
う
或
は
折
衷
ピ
い
ひ
考
霞
と
唱
へ
學
は
す
な
は
ち
高
債
に
進
み
虎
め
れ
ピ
ま

ま
新
奇
に
誇
∧
・
博
｛
覧
を
街
ふ
風
と
な
0
て
遽
に
昔
日
の
通
俗
的
敷
訓
書
は
あ
ピ
を
カ
つ
に
至

う
に
き
井
上
博
士
が
此
の
著
は
か
の
萩
訓
書
の
類
に
は
異
次
れ
ピ
葡
事
を
凡
近
に
と
う
了
博

く
衆
人
を
致
化
す
る
趣
ま
た
や
、
似
力
る
所
あ
」
次
ま
ヒ
ひ
に
幽
玄
の
道
荷
妙
の
理
を
説
き

て
意
氣
雲
表
に
昇
ら
む
よ
・
9
は
卑
近
の
言
に
よ
0
て
普
く
人
智
を
開
か
む
巴
せ
ら
る
、
ヒ
そ

世
に
盆
あ
る
は
ざ
な
0
け
れ
ピ
戚
じ
思
ひ
け
る
ま
、
を
か
き
添
へ
た
る
は
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